
ジ
ン
を
搭
載
し
た
モ
デ
ル
の
重
量
は
、１

２
０
５
kg（
欧
州
仕
様
値
）と
Ｓ
Ｕ
Ｖ

と
し
て
は
大
変
軽
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、Ａ
ピ
ラ
ー
、Ｂ
ピ
ラ
ー
、ル
ー

フ
ラ
イ
ン
、フ
ロ
ア
な
ど
を
補
強
す
る
こ

と
で
、万
一
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
の

乗
員
保
護
能
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

エ
ア
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

空
力
特
性
は
Ｓ
Ｕ
Ｖ
と
し
て
は
ベ
ス

ト
の
Cd
値
＝
0.3
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、エ
ア
イ
ン
レ
ッ
ト
と
Ｃ

ピ
ラ
ー
の
ブ
レ
ー
ド
を
力
的
な
観
点
か

ら
形
状
を
最
適
化
。ル
ー
フ
後
端
の
ス

ポ
イ
ラ
ー
は
、後
方
に
長
く
伸
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
、エ
ア
が
ボ
デ
ィ
後
方
に
き

れ
い
に
流
れ
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、ア
ン
ダ
ー
ボ
デ
ィ
も
丁
寧

に
パ
ネ
ル
で
覆
う
な
ど
、様
々
な
観
点
か

ら
乱
流
の
発
生
を
抑
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ア

Q
２
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
素
材
の
選

択
、丁
寧
な
作
り
、タ
イ
ト
で
均
等
な
隙

間
な
ど
、ど
の
部
分
を
と
っ
て
も
プ
レ
ミ

ア
ム
カ
ー
と
し
て
の
資
質
を
持
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
ボ
タ
ン
や
操
作

類
が
、パ
ネ
ル
と
隙
間
な
く
組
み
付
け

ら
れ
て
お
り
、そ
の
動
き
も
正
確
。操
作

時
の
ク
リ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
は
、完
璧
を
目

指
す
ア
ウ
デ
ィ
の
取
り
組
み
を
音
で
表

現
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

ラ
ゲ
ー
ジ
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト

サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
は
完
全
に
フ
ラ
ッ
ト

な
設
計
に
な
っ
て
お
り
、フ
ロ
ア
高
も
７

４
０
㎜
と
低
め
で
、荷
物
の
積
み
降
ろ

し
が
容
易
な
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。リ

ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ス
プ
リ
ン
グ
と
ダ

ン
パ
ー
を
別
々
に
配
置
し
た
こ
と
で
、ホ

イ
ー
ル
ア
ー
チ
間
の
ラ
ゲ
ー
ジ
コ
ン
パ
ー

ト
メ
ン
ト
の
幅
を
１
ｍ
確
保
。ラ
ゲ
ー
ジ

容
量
は
、人
乗
車
時
で
も
４
０
５
ℓ
確

保
し
て
お
り
、バ
ッ
ク
レ
ス
ト
上
端
に
あ

る
ハ
ン
ド
ル
を
使
っ
て
60:

40
の
分
割
可

倒
式
リ
ヤ
シ
ー
ト
を
折
り
た
た
め
ば
、

１
０
５
０
ℓ
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
荷
物
を
天
井
ま
で
積
み
込

ん
だ
場
合
）。

３
気
筒　

 

Ｔ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
エ
ン
ジ
ン

３
気
筒
な
ら
で
は
の
コ
ン
パ
ク
ト
設

計
に
加
え
、ア
ル
ミ
製
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス

の
採
用
な
ど
で
、エ
ン
ジ
ン
単
体
の
重
量

を
わ
ず
か
88 

kg
に
抑
え
て
い
ま
す
。ま

た
、大
き
な
負
荷
領
域
で
卓
越
し
た
燃

費
効
率
を
得
る
た
め
に
、イ
ン
テ
ー
ク

と
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
側
の
カ
ム
シ
ャ
フ
ト

は
、ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
の
回
転
角
に
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
50°
、40°
の
範
囲
で
調
整
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
気
筒　

 

Ｔ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
エ
ン
ジ
ン

こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
、燃
費
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ（
シ
リ
ン
ダ
ー
オ

ン
デ
マ
ン
ド
）シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
。エ
ン
ジ
ン
負
荷
１
０
０

Nm
以
下
の
運
転
領
域
お
よ
び
エ
ン
ジ
ン

回
転
数
１
４
０
０
〜
３
２
０
０
ｒ
ｐ
ｍ

で
コ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ（
惰
性
）走
行
を
し

て
い
る
時
は
第
２
、第
３
シ
リ
ン
ダ
ー
が

休
止
す
る
仕
組
み
で
す
。

休
止
し
な
い
第
１
と
第
４
シ
リ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
は
、高
ま
る
負
荷
に
対
応

す
る
よ
う
バ
ル
ブ
の
作
動
ポ
イ
ン
ト
が

変
更
さ
れ
、運
転
効
率
を
高
め
ま
す
。

２
気
筒
だ
け
で
の
運
転
で
も
、振
動
や

騒
音
は
非
常
に
低
い
レ
ベ
ル
に
抑
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

７
速
Ｓ
ト
ロ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｔ

Q
２
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
７
速
Ａ
Ｔ

は
、２
つ
の
ク
ラ
ッ
チ
を
備
え
た
ド
ラ
イ

タ
イ
プ（
乾
式
）で
、重
量
は
70 

kg
と
い

う
軽
量
タ
イ
プ
で
す
。Ｓ
ト
ロ
ニ
ッ
ク
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
お
り
、自
動
変
速
で
走
る
こ
と
も

で
き
れ
ば
、セ
レ
ク
タ
ー
レ
バ
ー
を
操
作

し
て
積
極
的
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
変
速
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す

エ
ン
ジ
ン
の
パ
ワ
ー
は
３
つ
の
シ
ャ
フ

ト
を
介
し
て
伝
え
る
構
造
に
な
っ
て
お

り
、こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
お
蔭
で
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
全
長
を
短
く
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、直
列
４
気
筒
エ
ン
ジ
ン

を
横
置
き
し
た
Q
２
に
も
搭
載
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

北
尻
氏
に
よ
る

A
u
d
i
Ｑ
２
の
総
評

Q
２
は
、コ
ン
パ
ク
ト
な
特
徴
を
生
か

し
て
抜
群
の
取
り
回
し
の
良
さ
と
、

数
々
の
先
進
機
能
を
搭
載
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
コ
ン
パ
ク
ト
Ｓ
Ｕ
Ｖ
で
す
。Ａ
１
で
は

小
さ
過
ぎ
る
し
、３
ド
ア
だ
か
ら
不
便
と

感
じ
て
い
る
方
に
と
っ
て
、５
ド
ア
の
Q

２
の
車
内
は
広
く
、使
い
勝
手
も
良
い

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ク
ル
マ
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、ぜ
ひ
お
近
く
の
マ
ツ
シ

マ
Ａ
ｕ
ｄ
ｉ
店
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、Q

２
の
魅
力
を
実
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

エ
ク
ス
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

Q
２
は
全
体
的
に
ス
ク
エ
ア
で
エ
ッ

ジ
の
効
い
た
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、ポ
リ
ゴ
ン（
多
角
形
）を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
す
。サ
イ
ド

ビ
ュ
ー
で
印
象
的
な
の
は
ク
ー
ペ
を
思

わ
せ
る
ル
ー
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
ン
の
モ
デ
ル
で
は
、ピ

ラ
ー
に
設
置
さ
れ
た
ボ
デ
ィ
と
対
照
色

の
ブ
レ
ー
ド
が
、と
り
わ
け
力
強
い
ア
ク

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、ボ

デ
ィ
と
ガ
ラ
ス
面
と
の
比
率
は
お
よ
そ

２
対
１
で
、ア
ウ
デ
ィ
伝
統
の
デ
ザ
イ
ン

を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

ボ
ディ
サ
イ
ズ

全
長
４
２
０
０
㎜
、全
幅
１
７
９
５
㎜
、

全
高
１
５
３
０
㎜
で
、Q
３
よ
り
も
２
０

０
㎜
短
く
、35
㎜
狭
く
、
65
㎜
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス

は
Q
３
よ
り
10
㎜
短
い
だ
け
な
の
で
、

結
果
と
し
て
前
後
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
が

短
く
な
り
、優
れ
た
居
住
性
と
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
な
走
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、全
高
が
１
５
５
０
㎜
を
切
っ

て
い
る
の
で
、高
さ
制
限
の
あ
る
立
体
駐

車
場
な
ど
に
も
対
応
す
る
の
は
嬉
し
い

点
で
す
。

ボ
ディ
構
造

Q
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
セ
ル（
ボ
デ
ィ
シ
ェ

ル
）は
、熱
間
成
形
の
超
高
張
力
鋼
板

の
全
体
の
22
％
も
使
用
し
て
、極
め
て

高
い
ね
じ
り
剛
性
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、３
気
筒
1.0
Ｔ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
エ
ン

3Qファミリーの
中では最小サイ
ズであるため、街
中もキビキビ走る
ことが可能。立体
駐車にも対応し
ている。

コンパクト、スポーティー、
ハイテクの三拍子が揃った
型破りなSUV
昨年、アウディのQファミリーに加わったQ2は、野性味と若 し々さを融合したデザイン、
パワフルかつ燃費効率に優れたエンジン、スポーティーで機敏なハンドリング、
機能的で多様な装備など、数々の先進テクノロジーを備えたコンパクトSUV。
今回は、そんなAUDI Q2をAUDI京都のベテランメカニック北尻氏が徹底解説します。

Supervise：Yuichiro Ohara

1前後のホイールアーチは凹面プレスに
よって強調されており、Quattro（4WD）の系
譜であることが示唆されている。
2リアは力強いアーチ型をしたバンパー、ア
ンダーボディプロテクション風のディフュー
ザーなどで力強さが演出されている。

4軽量で高いボディ剛性によ
り、スポーティーなハンドリング
と快適な乗り心地の両立が可
能になっている。

1

2

3

567

5Cd値は0.3とSUVとしてはベストな値。ホイール
の前や燃料タンクなどにも小型スポイラーを設置し、
空力アップに努めている。
6写真は、あらゆる情報を12.3インチのTFTディス
プレイに映し出す「アウディバーチャルコックピット
（オプション）」の装着車。
7ラゲッジルームは405ℓの大容量を確保。オプショ
ンでパワーテールゲートを装着することも可能だ。

 アウディQ２の魅力は、なんといってもこ
のデザイン。直線を多用した多角性が魅力的です。女性
や若い人が乗って楽しい車ではないでしょうか。SUV車
には重厚な乗り心地のものが多いのですが、このQ2は
きびきびした走りで、そこも良いですね。
僕がキャッチフレーズをつけるとすると、「可愛いけど、
かっこいい車。」ですね。

北尻伝幸（きたじり のりゆき）─ マツシマに2005年
入社、13年のキャリアを有するベテランメカニック。趣
味はバス釣り、サーフィンなどと語るアクティブなアウト
ドア派だが、5歳、2歳、1歳の三児のお父さんでもあり、
今は子育てにも大忙しの毎日を過ごしているとのこと。

1.01.4

8

9

8999cc直列3気筒DOHCインタークーラー付ターボ
エンジンは、85KW（116PS）の最高出力と200Nm/ 
2,000～3,500rpmの最大トルクを発生。
91,395cc直列4気筒DOHCインタークーラー付ター
ボエンジンは、110KW（150PS）の最高出力と
250Nm/1,500～3,500rpmの最大トルクを発生。

10従来から好評を得てきた7速SトロニックAT。マニュ
アル操作にも対応しており、モードもDとSの2種類から
選択可能。

10

モータージャーナリスト/マーケティングコンサルタント（フリーランス）
ビデオリサーチ → ニールセン → Yahoo! Japanを経てフリーランスに転身。マーケティング
や広告が本職だが、1990年代からモータージャーナリストとしても活動しており、とりわけ
4WDやSUVには造詣が深い。

小原 裕一郎   Yuichiro Ohara

快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
に
、乗
る
前
の
３
点

チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

タイヤの空気圧は最寄りのガソリンスタン
ド等で簡単にチェックすることができます。
運転席のドアの厚み部分に表示されてい
る、それぞれの車の適正空気圧を参考に。

Audi 京都
南店 メカ

ニック 

北尻 伝幸
さん

メ
カ
ニ
ッ
ク・
北
尻
が
教
え
ま
す
！

乗
る
前
の
３
点
チ
ェッ
ク

タ
イ
ヤ
を
チ
ェッ
ク

1

（写真を参考に）エンジンオイ
ルは、ここまで入っていたらOK
です。普段なかなか見ることが
ないかもしれませんが、気づい
た時にチェックしてみてください

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
チ
ェッ
ク

2

タンクに冷却水の最大と最少
の量のメモリがついています。こ
の範囲の量が入っていれば
OK。多すぎたり少なすぎたりし
ないか、時 確々認してみましょう。

冷
却
水
を
チ
ェッ
ク

3 サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
に

キ
ズ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

溝
は
す
り
減
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

北尻オスス
メポイント

67

3


